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・以下の機材があることをご確認ください。

必要な機材

・PC ・USB LANアダプタ ・LANケーブル ・KES IoT Logic

Chrome をインストールしておいてください。

PCにLANポートがある場合はアダプタは不要ですが
IP設定を固定し切替ながらセットアップするため、
専用に1つあると便利です。

Wi-Fi、またはモバイル経由でインターネットに
アクセスできるようにしてください。

・ソラコムSIM

・ソラコム コンソールアカウント
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KES IoT Logic セットアップの流れ

概要

生産設備や産業機械で接続するネットワークでは、固定IPで行うことが一般的です。（DHCPは使われてない）

KES IoT Logic（以降GW）は、出荷初期設定のIPアドレスが「192.168.253.253」になっています。

ですので、セットアップの流れとしては、、

③．現場のネットワークへ接続します。

①．LANケーブルで直結して、
クラウドへ接続するためのモバイル側の設定、
FAへ接続するための有線LANの設定を行います。

④．PLCからの収集設定を行います。

FAネットワーク

②．クラウドへの接続を確認します。

⑤．実運用。
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KES IoT Logic セットアップの流れ

概要

今回のハンズオンの目標は、

① GW の設定を行い、クラウドへデータ送信できることを確認する

です。

③．現場のネットワークへ接続します。

①．LANケーブルで直結して、
クラウドへ接続するためのモバイル側の設定、
FAへ接続するための有線LANの設定を行います。

④．PLCからの収集設定を行います。

FAネットワーク

②．クラウドへの接続を確認します。

⑤．実運用。
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GW と PC 接続の流れ

http://192.168.253.253

初期出荷設定の GW に接続できる環境を用意します。

セットアップPCの IPアドレス を GW の初期IPアドレス「192.168.253.253」に被らないアドレスにします。

①-1．ネットワーク設定より
「192.168.253.xx」に設定。

①-2．KES IoT Logic とLAN
ケーブルにて直結します。

①-3．KES IoT Logic にブラウザ
Google Chrome でアクセスします。

GWのIPは現場の機器と被らないアドレスにします。
また、PCも現場のネットワークに接続する場合、同じく
被らないアドレスに設定します。
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クラウド設定の流れ

http://192.168.253.253

GW の設定と合わせてクラウド側の設定やデータアップの確認を行います。

ですので、
2系統のネットワーク（GWと接続したネットワークとインターネットへ接続できるネットワーク）へ接続してください。

この際、ネットワークアドレス部が被らないようにする必要があります。ご注意ください。

クラウドポータル

WiFi



事前準備



PC から GW 設定を行うための事前準備
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クリック
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右クリックしプロパティを開く

ネットワーク接続から直接、この画面に来ない場合は、
コントロールパネル -> ネットワークと共有センター -> アダプタの設定の変更
と進んでください
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① 選択

② 開く
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① 固定IPをセット

② 閉じる

GWと被らない設定にし
てください
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GWとLANケーブルで接続します。

LANポートが2個口以上ある場合、ネットワーク接続にて設定したLANポートと接続してください。
直結でもIPを割り当てるのは、Wi-Fiやモバイル回線のネットワーク接続と共存させルーティングを明確にするためです。
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GWに電源を入れます。

GW が起動し、ブラウザアクセス可能になるまで、１、２分程度 かかります。



17

192.168.253.253 で開く
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ユーザー名「admin」
パスワード「12345678」
でログイン
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ログインできれば、PCとGWのネットワー
ク設定は問題ありません

GW 設定を行うための事前準備は完了です



ソラコム の 準備
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ソラコム と GW の関係性

ソラコム サービスを利用するにあたり、ソラコム の構成と GW の設定を理解しましょう。

初期設定

ソラコム
Unified Endpoint

統合されたエ
ンドポイント

直接Harvestを
エンドポイン
トとして設定
もできます

データの蓄積サービスソラコム Air for Cellular
・APN soracom.io
・user sora
・password  sora

可視化サービス

Harvest Lagoon送信先にソラコム
のエンドポインを
指定

ソラコムSIMのみ、ソラコムエンドポイントへ送信が可能です。
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ソラコム と GW の関係性

ソラコム サービスを利用するにあたり、ソラコム の構成と GW の設定を理解しましょう。

初期設定

ソラコム
Unified Endpoint

SIMグループとは、SIMをまとめる管理単位で、
グループごとに ソラコムサービスを立てることができます。
SIM毎、または、複数SIMで1つの可視化サービスへまとめるなど
が可能です。
1つのグループで複数のHarvestやLagoonを使うなどの利用はで
きません。

Harvest LagoonSIMグループ

Harvestの閲覧は、SIM(IMSI)単位になります。

IMSI: xxxxxxxxx

ソラコム Harvest はHTTPによりデータ送信となります。
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① https://soracom.jp
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クリック
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ご自身のメールアドレス、パスワードで
ログイン
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① 対象のSIMを選択

② クリック
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グループを作成(または既存のグループを選択)
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① ハンズオンでは“LagoonDemo”として作成

② クリック
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クリック
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クリック
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クリック
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下へスクロール
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クリック
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Unified Endpoint は
デフォルトで利用します

デフォルトであることを確
認します

閉じます
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クリック
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ON にして保存
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クリック
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これで Harvest の準備は
完了です

閉じます
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Harvestの閲覧画面に
移ります

クリック
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SIMグループ -> データ収集・蓄積・可視化
-> SORACOM Harvest Data を選択します
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対象SIMのIMSIを選択します
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まだデータは GW からアップして
ませんので何も表示されません

これでHeavestの閲覧画面への遷移
は終了です



GW のクラウド設定



GW のクラウド設定
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概要

GW の設定は ソラコム SIM、unified Endpoint へのHTTP Request（cURLコマンドのパラメータ）を設定します。

SIMが接続できたのち、コマンドパラメータに沿ってデータが送信されます。

Unified Endpoint

APN

コマンドパラメータ

ソラコムSIMが挿入されている前提です。
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任意の新しいパスワードを
設定し、保存します
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ソラコム SIMのアク
セスポイントを設定
します

下へスクロールし次へボタン
をクリックします
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汎用 (cURL利用)を選択します
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-X POST
-H "content-type:application/json"
http://uni.soracom.io
と入力します

-X POST はPOSTメッセージで送信するという指定です
-H “content-type:application/json” はHTTPヘッダーへMIME タイプを指定しています
-d {{logic_data}} は データ部で {{logic_data}} は予約語で、収集データを指します
http://uni.soracom.io は送信先のソラコムエンドポイントとなります

下へスクロールし次へボタン
をクリックします

-d {{logic_data}}
と入力します
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下へスクロールし次へボタン
をクリックします
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保存します
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クリック
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再起動するのでしばらく待ちます



GW のソラコム設定
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これで、GWにソラコムへ送信する設定が完了しました。

Unified Endpoint

APN

コマンドパラメータ



データ送信の確認



SIM の接続確認
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クリック
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クリック

入力

モバイル回線が接続できているかを確認する
ため、公知のグローバルIPに対してPINGを送
信します
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Successと表示されれば、モバイル
回線は接続できています



クラウドへの送信確認
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クリック

次に ソラコムのエンドポイントに
対して疑似データを送信します
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Successと表示されれば、ソラコム
への疑似データ送信は成功です



クラウドにてデータの受信確認
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ソラコムコンソール
Harvestへ移動し、対象のSIMを選択します

疑似データ dummy 1 が受信できています

下へスクロールします
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JSONフォーマットでデータを確認できます



データ送信の確認
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これで、GWからソラコムHarvestへデータが送信できていることが確認できました。

Unified EndpointJSON
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お疲れさまでした！
これでクラウド接続編は完了です！

次は、デバイス設定編へ！
また、Lagoon編も公開予定です！

お楽しみに！


